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平成 年第 回定例会は、 月 日から 月 日までの 日間の会
期で開催されました。この定例会では、新年度予算案等 件を審議し
ました。また、 月 日から 日間行った代表質問・一般質問では、
人の議員が登壇し、執行部の考えを質

ただ

しました。

代表質問・一般質問
第 回定例会議決状況
市民の声 議会の動き
トピックス
市議会からのご案内 議会豆知識 編集後記 ほか

みそのうこばとの森保育園

東広島
第 号

（平成 年第 回定例会）

平成 年 月 日発行

議会からのアンケートのお願い…… 、



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

質問一覧（掲載分）

分 野 質 問 項 目 質問会派・議員 掲 載
ページ

行政組織・
税財政

市政経営戦略会議でガバナンス強化 合 志 会

新年度予算と今後の財政見通し 威 信 会

今後の財政見通しと健全化 威 信 会

新年度予算の理念と市の経営方針 新 風

第四次総合計画のまちづくり
大綱に沿って 新 風

マイナンバー制度への対応準備は？ 東広島いろは会

成熟期に入った東広島のこれからの
まちづくり 下村 昭治

施設の維持運営の効率化でサービスは
後退に！ 谷 晴美

福祉・保健・
医療

保育士の確保と放課後児童クラブの
時間延長 合 志 会

買い物弱者への支援体制は 合 志 会

国民健康保険の安定運営 合 志 会

生活保護制度の実態と問題点は！ 威 信 会

子ども・子育て会議の設置と支援への
実態調査 公 明 党

待機児童解消の為の保育士の確保 公 明 党

スポーツを活用して健康で活力に
満ちた社会を 市民クラブ

保健・医療・福祉にスポーツを
取り入れた試み 市民クラブ

生活保護費を削減し、軍事費増額は
正義か！ 谷 晴美

環境・衛生 メガソーラーの環境問題は 合 志 会

再生可能エネルギー利用促進への
取り組みを問う 東広島いろは会

次世代エネルギーパークの建設を望む 東広島いろは会

原子力発電の理解に向け市民学習の
サポートを 東広島いろは会

分 野 質 問 項 目 質問会派・議員 掲 載
ページ

行政組織・
税財政

福祉・保健・
医療

環境・衛生

平
成

年
第

回
（

・

月
）
定
例
会
で
は
、
会
派
を
代
表
し
て

名
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
、

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
第

回
定
例
会

代代代代代代代代
表表表表表表表表
質質質質質質質質
問問問問問問問問
・・・・・・・・
一一一一一一一一
般般般般般般般般
質質質質質質質質
問問問問問問問問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



平成 年第 回定例会 代表質問・一般質問

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

質問一覧（掲載分）

分 野 質 問 項 目 質問会派・議員 掲 載
ページ

産業・観光・雇用 経済再生には民間活用で地域経済の活性化を！ 合 志 会

農業への支援と将来ビジョン 合 志 会

新年度予算における産業の活性化への取組みは 威 信 会

西条中心市街地の活性化に向けて！ 威 信 会

西条酒蔵地区の景観保全と活性化に向けて！ 威 信 会

若者育成支援・再就職支援 公 明 党

鳥獣被害対策として竹林を考えてみよう 下村 昭治

都市づくり 社会インフラの現状調査と今後の取り組み 公 明 党

地域の社会問題になりつつある空き家に対策を 下村 昭治

教育・人権・
生涯学習

指導と体罰 合 志 会

地域センターの管理方法と生涯学習の在り方は 威 信 会

スポーツ振興を推進していくために 市民クラブ

総合型地域スポーツクラブの育成・推進を 市民クラブ

ゆき届いた教育環境がいじめ自殺をなくします 谷 晴美

防災・安全 防災対策の充実と対策は 合 志 会

地域の安全・安心情報基盤に関する取り組み 公 明 党

広報公聴・交流・
その他

住民自治協議会と市職員の連携は 合 志 会

住民自治協議会の設立状況と新たな取り組みは 威 信 会

住民自治協議会の推進交付金の充実を求めて！ 威 信 会

住民自治協議会の進捗状況と問題点 公 明 党

新年度以降の 利活用計画を問う 東広島いろは会

スポーツを活かした まちづくり を 市民クラブ

分 野 質 問 項 目 質問会派・議員 掲 載
ページ

産業・観光・雇用

都市づくり

教育・人権・
生涯学習

防災・安全

広報公聴・交流・
その他

代代代代代代代代
表表表表表表表表
質質質質質質質質
問問問問問問問問
・・・・・・・・
一一一一一一一一
般般般般般般般般
質質質質質質質質
問問問問問問問問
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市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
、市
内
企
業
の
実
態
を
把
握
し
、

公
共
事
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
な

ど
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
、
企
業
誘
致
活
動
、
人
材
育

成
、
産
学
金
官
の
連
携
強
化
な
ど

環
境
の
整
備
を
図
り
た
い
。

人
材
の
確
保
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
の
運
営
の
充
実
は
、
情
勢
に
合

わ
せ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

と
遊
休
化
の
防
止
を
図
り
た
い
。

合
志
会
代
表
質
問
者

乗
越
耕
司

合
志
会
代
表
質
問
者

乗
越
耕
司

【
質
問
】

市
内
民
間
事
業
者
の
育
成
、
活

用
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

保
育
士
の
確
保
と

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

時
間
延
長

保
育
士
の
確
保
と

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

時
間
延
長

経
済
再
生
に
は

民
間
活
用
で
地
域
経
済

の
活
性
化
を
！

経
済
再
生
に
は

民
間
活
用
で
地
域
経
済

の
活
性
化
を
！

【
質
問
】

保
育
士
の
確
保
と
就
労
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
と

対
応
を
問
う
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
の
開
館
時
間
の
延
長
、
指
導
員

の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

私
立
保
育
所
に
対
し
、
給
与
に

上
乗
せ
す
る
た
め
の
職
務
奨
励
費

の
交
付
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

国
が
示
す
臨
時
特
例
事
業
の
活
用

も
検
討
し
、中
長
期
的
な
視
点
で
、

農
業
へ
の
支
援
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

農
業
へ
の
支
援
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

防
災
対
策
の

充
実
と
対
策
は

防
災
対
策
の

充
実
と
対
策
は

【
質
問
】新た

に
農
業
を
始
め
た
若
者

へ
の
本
市
の
対
応
を
問
う
。

へ
の
交
渉
参
加
に
対

す
る
本
市
の
考
え
を
問
う
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

国
の
青
年
就
農
給
付
金
の
う

ち
経
営
開
始
型
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
青
年
就

農
者
に
対
し
、
給
付
金
を
交
付
す

る
も
の
だ
が
、
本
市
も
対
象
者
を

把
握
し
、
支
援
に
努
め
た
い
。

は
重
要
な
取
り
組
み

だ
が
、
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
農
業

へ
の
施
策
展
望
と
財
源
確
保
に
よ

る
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
な
ど

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
、
農
地
の
有
効
利
用

【
質
問
】緊急

性
を
伴
う
ハ
ー
ド
事
業

へ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

防
災
無
線
な
ど
の
情
報
伝
達

手
段
の
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

事
前
防
災
等
の
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
へ
の
対
応
を
問
う
。

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

予
算
内
で
整
備
を
進
め
て
い

る
。
緊
急
時
に
は
、
災
害
復
旧
事

業
制
度
等
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。
今
後
、
国
土
強
靭
化
の
推
進

に
向
け
た
国
の
動
向
を
注
視
し
財

源
の
確
保
を
働
き
か
け
た
い
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
緊
急
告

知
ラ
ジ
オ
な
ど
防
災
情
報
伝
達
手

段
の
構
築
や
強
化
を
図
り
た
い
。

耐
震
化
率
は
学
校
が
約

％
。地
域
セ
ン
タ
ー
が
約

％
。

今
後
も
耐
震
化
の
整
備
を
進
め

る
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
今
後
も
ソ
フ
ト
事
業
に
対

応
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
連

携
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

いきいきこどもクラブ
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【
質
問
】

住
民
自
治
協
議
会
の
本
格
的
施

行
に
向
け
た
現
状
、
地
域
担
当
職

員
制
度
の
状
況
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

地
域
セ
ン
タ
ー
の
確
保
な
ど
重

点
事
業
を
初
め
、
行
動
計
画
の
事

業
を
推
進
し
て
い
る
が
、
協
議
会

の
設
立
も
最
終
段
階
の
調
整
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の
意
識

も
高
ま
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る

施
策
の
展
開
も
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
地
域
担
当
職
員
制
度
の
成
果

と
し
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
も
図
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
各

地
域
と
職
員
と
の
連
携
状
況
に
地

域
差
が
生
じ
て
い
る
。

体
制
が
必
要
だ
が
、
各
種
団
体
と

の
連
携
な
ど
対
応
を
問
う
。

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

市
内
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

関
係
部
局
が
横
断
す
る
体
制
を
組

織
し
、
各
種
団
体
や
学
識
経
験
者

な
ど
の
意
見
も
参
考
に
し
、
地
域

支
援
団
体
と
の
連
携
方
法
も
含
め

直
接
的
、
間
接
的
な
支
援
策
の
検

討
を
行
い
た
い
。

革
大
綱
の
中
で
、
政
策
調
整
の
あ

り
方
を
含
め
、鋭
意
検
討
し
た
い
。

音
、
輻
射
熱
、
電
磁
波
な
ど
の
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
光

の
反
射
は
周
囲
へ
配
慮
し
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業
者

に
は
、
地
域
へ
説
明
を
行
う
な
ど

対
応
を
検
討
し
た
上
で
事
業
実
施

す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
特
に

住
宅
地
周
辺
へ
の
設
置
は
配
慮
が

一
層
必
要
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の

安
定
運
営

国
民
健
康
保
険
の

安
定
運
営

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

環
境
問
題
は

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

環
境
問
題
は

市
政
経
営
戦
略
会
議
で

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

市
政
経
営
戦
略
会
議
で

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

買
い
物
弱
者
へ
の

支
援
体
制
は

買
い
物
弱
者
へ
の

支
援
体
制
は

住
民
自
治
協
議
会
と

市
職
員
の
連
携
は

住
民
自
治
協
議
会
と

市
職
員
の
連
携
は

【
質
問
】

高
齢
者
の
買
い
物
を
支
援
す
る

【
質
問
】

市
政
に
関
す
る
経
営
戦
略
に
係

る
決
定
機
関
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
改

善
す
べ
き
点
は
な
い
の
か
。

【
答
弁
】
大
北
副
市
長

市
長
、
副
市
長
、
総
務
部
、
財

務
部
及
び
企
画
振
興
部
で
構
成
す

る
政
策
調
整
方
針
会
議
で
、
事
業

計
画
を
調
整
し
、
ト
ッ
プ
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
の
手
続
を
経
て
方
針
を
決

定
し
、
予
算
要
求
を
行
う
。

現
行
の
政
策
調
整
シ
ス
テ
ム
で

は
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
が
難

し
く
、
第

次
東
広
島
市
行
政
改

【
質
問
】

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
中
規
模
ソ
ー

ラ
ー
の
事
業
計
画
に
対
す
る
市
の

対
応
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
設

置
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
及
び
住

民
へ
の
説
明
の
必
要
性
を
問
う
。

【
答
弁
】
前
延
生
活
環
境
部
長

庁
内
に
大
規
模
太
陽
光
発
電
事

業
に
関
す
る
担
当
者
連
絡
会
議
を

設
置
し
た
が
、
事
業
が
適
正
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。ま
た
、

【
質
問
】

国
民
健
康
保
険
の
経
営
健
全
化

策
は
現
行
で
十
分
と
考
え
て
い
る

の
か
。
現
行
法
で
も
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
。
市
民
の
方
に
現
状
の

周
知
や
医
師
会
等
へ
の
協
力
要
請

は
今
以
上
に
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

経
営
健
全
化
計
画
で
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
、

安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
、
基
金

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
、
目
標
達
成
に
向
け
取



り
組
む
が
、
財
源
が
不
足
す
る
場

合
に
は
、適
切
に
税
率
を
見
直
し
、

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
経
営

を
図
り
、制
度
を
堅
持
し
て
い
く
。

市
民
へ
は
、
広
報
紙
や
出
前
講

座
な
ど
を
活
用
し
、
国
保
財
政
の

厳
し
い
現
状
を
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
師
や
薬
剤
師
の
協
力

が
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
際
に

は
、協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

今
後
も
、
協
力
と
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

現
行
法
の
中
で
で
き
る
方
策
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
、
方

策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
か
か
り
つ
け
医
は
、
医

療
が
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
も
、
医
師

会
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
啓
発
を
行
う
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

対
す
る
指
導
方
法
を
問
う
。

最
近
、
体
罰
に
つ
い
て
調
査

さ
れ
た
か
。

指
導
者
の
言
葉
に
よ
る
指
導

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
助
言

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

体
罰
は
決
し
て
用
い
て
は
な

ら
な
い
と
認
識
し
、
各
学
校
に
お

い
て
計
画
的
に
研
修
を
実
施
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

今
年

月
に
、
各
学
校
に
対

し
、
体
罰
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
状
況
調
査
を
行
っ
た
。

教
育
的
な
指
導
を
逸
脱
し
た

発
言
は
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
組
織
的
に
教
育
活
動
を
重
ね

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

麻
生

豊

牧
尾

良
二

大
江

弘
康

渡
邉

國
彦

山
下

守

予
算
編
成
を
し
て
い
る
。

今
後
も
歳
出
削
減
と
財
源
確
保

を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
中
長
期

的
な
財
政
見
通
し
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
年
度
予
算
に
お
け
る

産
業
の
活
性
化
へ
の

取
組
み
は

新
年
度
予
算
に
お
け
る

産
業
の
活
性
化
へ
の

取
組
み
は

指
導
と
体
罰

指
導
と
体
罰

【
質
問
】指導

上
の
体
罰
に
つ
い
て
の

教
育
委
員
会
の
見
解
と
、
そ
れ
に

そ
の
他
の
質
問
項
目

地
場
産
業
へ
の
支
援

威
信
会
代
表
質
問
者

杉
原
邦
男

威
信
会
代
表
質
問
者

杉
原
邦
男

【
質
問
】

新
年
度
予
算
は
市
政
運
営
の
設

計
図
と
言
え
る
が
、
そ
の
前
提
と

な
る
現
在
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て

の
認
識
と
、
本
市
の
財
政
へ
の
影

響
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

政
府
に
お
い
て
は
、
昨
年
夏
以

降
世
界
経
済
の
減
速
等
を
背
景
に

輸
出
や
生
産
が
減
少
し
、
景
気
が

弱
い
動
き
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊

急
経
済
対
策
を
策
定
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
市
税
収
入
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
明

る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る
と
は
考

え
に
く
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
定
の
歳
入
減
を
見
込
ん
で

新
年
度
予
算
と

今
後
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て

新
年
度
予
算
と

今
後
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て

【
質
問
】

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
新
た
な
産
業
活
性

化
方
策
を
策
定
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ

い
て
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

昨
年
度
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て

は
主
に
、
産
学
金
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
と
し
て
産
学
官
連
携
推

進
協
議
会
に
東
広
島
市
金
融
協
議

会
を
迎
え
、
ま
た
企
業
か
ら
大
学

な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ
発
信
会
を
試
行

的
に
実
施
す
る
な
ど
、
推
進
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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【
質
問
】

社
会
保
障
費
が
増
大
し
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
中
、
本
市
に
お
け

る
生
活
保
護
費
の
推
移
、
来
年
度

予
算
及
び
保
護
世
帯
数
等
の
見
込

み
を
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

平
成

年
度
の
生
活
保
護
費
の

決
算
額

億

千

百
万
円
余
を

基
準
と
し
て
平
成

年
度
決
算
額

億
千

百
万
円
余
と
な
っ
て
い

る
。
世
帯
数
及
び
人
員
に
つ
い
て

は
、
平
成

年
度

世
帯
、

人
を
基
準
と
し
て
平
成

年
度

世
帯
、

人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景
気
後
退
の
影

響
が
生
活
保
護
で
も
如
実
に
表
れ

た
結
果
と
認
識
し
て
お
り
、
新
年

度
も
現
在
と
同
水
準
で
推
移
す
る

も
の
と
考
え
予
算
上
も
そ
れ
を
見

込
ん
で
編
成
し
て
い
る
。

今
回
取
り
ま
と
め
る
基
本
計
画

の
策
定
を
機
に
多
く
の
関
係
者
と

合
意
形
成
を
図
り
、
元
気
で
魅
力

あ
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
で
あ
る
。

て
保
存
計
画
を
策
定
し
て
い
く
た

め
に
、
住
民
の
景
観
意
識
調
査
、

建
築
基
準
法
等
の
関
係
法
令
、
固

定
資
産
税
の
税
制
優
遇
措
置
等
の

調
査
検
討
、酒
蔵
や
煙
突
の
保
存
、

補
修
に
関
す
る
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

生
活
保
護
制
度
の

実
態
と
問
題
点
は
！

生
活
保
護
制
度
の

実
態
と
問
題
点
は
！

今
後
の
財
政
見
通
し
と

健
全
化
に
つ
い
て

今
後
の
財
政
見
通
し
と

健
全
化
に
つ
い
て

西
条
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
て
！

西
条
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
て
！

【
質
問
】

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
し
現
状
と
課
題
を
分
析
し

総
合
的
に
整
理
し
て
一
定
の
方
向

を
定
め
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

概
要
と
基
本
的
な
方
針
を
問
う
。

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
公
共
、

福
利
、
居
住
等
の
都
市
機
能
が
集

積
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
文
化
や

伝
統
を
育
み
、
各
種
機
能
を
培
っ

て
き
た
町
の
顔
と
も
い
う
べ
き
地

域
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
は
都
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

不
可
欠
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

西
条
酒
蔵
地
区
の

景
観
保
全
と

活
性
化
に
向
け
て
！

西
条
酒
蔵
地
区
の

景
観
保
全
と

活
性
化
に
向
け
て
！

【
質
問
】

市
の
主
導
の
も
と
具
体
的
な
計

画
を
起
こ
し
、
取
り
組
む
時
期
に

来
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
今
後

の
行
動
予
定
と
そ
の
方
策
に
つ
い

て
問
う
。

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

酒
蔵
地
区
景
観
保
全
事
業
と
し

【
質
問
】

市
税
の
歳
入
増
が
見
込
め
な
い

中
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

が
増
大
し
、
市
民
ホ
ー
ル
建
設
な

ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
進

さ
れ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
財
政
運
営
を
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
大
北
副
市
長

新
年
度
予
算
編
成
に
際
し
て

は
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
た
め

の
施
策
展
開
や
、
市
民
生
活
に
直

接
影
響
し
な
い
範
囲
で
の
事
業
の

選
択
と
集
中
、
収
納
率
の
向
上
な

ど
、
財
政
基
盤
の
安
定
に
向
け
た

対
策
を
具
体
化
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
き
た
。
次
年
度
以
降
を
計
画

期
間
と
す
る
第

次
行
政
改
革
に

お
い
て
、
将
来
的
な
経
常
収
支
比

西条酒蔵地区

市民ホールイメージ図



率
や
、
市
民

人
当
た
り
の
地
方

債
残
高
な
ど
の
具
体
的
な
目
標
を

設
定
し
、
持
続
可
能
で
健
全
な
行

財
政
運
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。
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わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

を

テ
ー
マ
と
し
、
現
時
点
で
新
規
事

業

事
業
を
含
む

事
業
を
体
系

的
に
位
置
づ
け
、
市
民
を
初
め
と

す
る
多
様
な
主
体
の
交
流
拠
点
と

し
て
、（
仮
称
）
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
は
じ
め
地
域
づ
く

り
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
の
開

催
、
協
議
会
へ
の
新
た
な
補
助
制

度
の
創
設
、
さ
ら
に
は
地
域
セ
ン

タ
ー
の
日
曜
開
館
に
つ
い
て
も
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

活
動
の
た
め
の
新
た
な
財
政
支
援

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

元
気

や
る
気
応
援
補
助
金

に
加
え
、

（
仮
称
）

地
域
が
提
案
！
新
し

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
応
援
補
助
金

を
創
設
し
、
自
治
協
議
会
と
行
政

が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の

課
題
解
決
や
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

移
行
さ
れ
、
従
来
の
教
育
施
設
の

機
能
に
加
え
、
地
域
の
拠
点
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
住
民
自
治
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
管
理
運
営
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
が
、
生
涯
学
習
の
方
向

性
及
び
位
置
づ
け
に
つ
い
て
問

う
。

【
答
弁
】
田
阪
生
涯
学
習
部
長

平
成

年
度
か
ら
は
、
受
け
入

れ
体
制
が
整
っ
た
住
民
自
治
協
議

会
を
対
象
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
生

涯
学
習
活
動
も
含
め
、
従
来
ど
お

り
の
地
域
セ
ン
タ
ー
業
務
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
指
定
管
理
者
と
の
協
定
に
お

い
て
、
職
員
の
う
ち

人
は
社
会

教
育
関
係
の
業
務
経
験
が
通
算

年
以
上
あ
る
も
の
を
標
準
と
し
、

学
習
ニ
ー
ズ
等
に
的
確
に
応
え
る

た
め
、
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を

有
す
る
も
の
を
充
て
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
実
情
に

詳
し
い
指
定
管
理
者
な
ら
で
は
の

生
涯
学
習
は
、
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
学
び
の
場
、
人
材
育
成
の
場

と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

住
民
自
治
協
議
会
の

設
立
状
況
と

新
た
な
取
り
組
み
は

住
民
自
治
協
議
会
の

設
立
状
況
と

新
た
な
取
り
組
み
は

【
質
問
】

年
度
末
が
近
づ
き
、
す
べ
て
の

地
区
に
お
い
て

協
議
会
は
設
立

す
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
、
ま
た

新
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

現
在

地
区
の
う
ち

地
区

で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
残
る

地

区
に
お
い
て
も
設
立
総
会
の
日
程

が
決
定
し
、
最
終
段
階
の
調
整
を

進
め
て
い
る
。

し
か
し
一
部
の
地
区
に
お
い
て

合
意
形
成
に
時
間
を
要
し
て
い
る

実
情
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
区
に

対
し
て
は
地
域
と
一
緒
に
な
っ

て
、
協
議
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

新
た
に
第

期
行
動
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
お
い
て
は
、
み
ん
な
が
主
役
、

住
民
自
治
協
議
会
の

推
進
交
付
金
の

充
実
を
求
め
て
！

住
民
自
治
協
議
会
の

推
進
交
付
金
の

充
実
を
求
め
て
！

【
質
問
】

自
治
協
議
会
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
、
新
た
な
財
政
支
援
を
講
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

こ
の
交
付
金
は
、
地
域
の
課
題

解
決
や
特
色
を
生
か
し
た
地
域
の

形
成
や
発
展
に
対
す
る
活
動
財
源

と
し
て
住
民
自
治
協
議
会
へ
交
付

し
て
い
る
が
、
既
に
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
地
域
か
ら

は
、
自
主
的
ま
た
は
、
主
体
的
な

地
域
セ
ン
タ
ー
の

管
理
方
法
と

生
涯
学
習
の
在
り
方
は

地
域
セ
ン
タ
ー
の

管
理
方
法
と

生
涯
学
習
の
在
り
方
は

【
質
問
】

公
民
館
が
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
と （仮称）市民協働センターが設置される市役所北館
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宮
川

誠
子

上
田

廣

寺
尾

孝
治

中
曽

義
孝

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
大
き
な
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
総

合
計
画
に
掲
げ
た
目
標
に
移
行
す

る
考
え
も
含
め
、
臨
機
応
変
に
市

政
を
運
営
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
コ
ス
ト
意
識

【
質
問
】

コ
ス
ト
意
識
と
は
、
費
用
対
効

果
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
経

費
の
中
で
最
大
の
も
の
は
人
件
費

で
、
節
約
し
て
も
、
そ
の
た
め
に

人
間
が
、
つ
き
っ
き
り
に
な
っ
た

の
で
は
意
味
が
な
い
。
つ
ま
り
、

短
期
間
で
結
論
を
出
し
、
処
理
し

な
け
れ
ば
、
コ
ス
ト
意
識
が
徹
底

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

事
務
事
業
評
価
制
度
で
事
務
事

業
の
直
接
の
事
業
費
に
人
件
費
の

情
報
を
加
え
た
こ
と
で
、
費
用
対

効
果
に
対
す
る
職
員
の
意
識
づ
け

が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

第

次
東
広
島
市
行
政
改
革
大

綱
に
お
い
て
は
、
改
革
の
目
標
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
成
果
の
向
上
と
財

政
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
と
の
両

立
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お

り
、
財
政
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
に
歳
出
総
額
の
圧
縮
を
目
指

す
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
成
果
の
向

上
も
目
指
し
て
い
る
。

現
地
、
現
場
の
人
の
顔
が
見
え

て
い
る
か

【
質
問
】

職
員
が
市
民
の
暮
ら
し
の
現
場

や
、
暮
ら
し
の
実
情
を
把
握
で
き

て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

市
民
生
活
の
現
場
に
は
、
生
活

向
上
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
、

積
極
的
に
掘
り
起
こ
さ
な
け
れ
ば

明
ら
か
に
さ
れ
な
い
も
の
で
、
自

治
体
運
営
の
鍵
を
握
る
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
市
民
と
の
協
働
の
推

進
を
今
後
の
自
治
体
運
営
を
左
右

す
る
大
き
な
鍵
と
と
ら
え
、
市
民

視
点
に
基
づ
い
た
業
務
を
展
開
で

き
る
職
員
の
育
成
を
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。

第
四
次
総
合
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
大
綱
に
沿
っ
て

第
四
次
総
合
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
大
綱
に
沿
っ
て

新
年
度
予
算
の
理
念
と

市
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
の
理
念
と

市
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

新
風

代
表
質
問
者

杉
井
弘
文

新
風

代
表
質
問
者

杉
井
弘
文

市
は
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か

【
質
問
】

市
民
の
活
動
や
経
済
活
動
が
活

性
化
す
る
こ
と
で
、
市
は
成
長
す

る
が
、
民
間
活
動
を
誘
導
・
支
援

す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
あ
る
。

そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
高
い

目
標
を
設
定
し
、
実
現
す
る
た
め

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
必
要

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

成
長
戦
略
目
標
数
値
を
設
定

し
、
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
だ
が
、
成

長
戦
略
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
潜

在
的
な
成
長
力
を
引
き
出
す
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
目
標
数
値
を
達
成
す
る

個
の
力
が
発
揮
で
き
、
人
の
力

で
発
展
し
て
い
く
ま
ち

【
質
問
】

県
立
広
島
学
園
の
学
校
教
育
の
導

入
に
向
け
、一
般
の
学
校
と
は
運
営

の
異
な
る
学
校
を
、市
の
教
育
委
員

会
で
運
営
、管
理
し
て
も
よ
い
の
か
。

【
答
弁
】
米
田
学
校
教
育
部
長

学
校
教
育
法
に
よ
り
、
小
・
中

学
校
の
設
置
は
市
町
村
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
立
支

援
施
設
は
、
県
内
で
は
広
島
学
園

の
み
で
、
入
所
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
出
身
住
所
地
は
県
内
各
市

町
に
及
ん
で
い
る
が
、
国
の
指
導

で
、
児
童
・
生
徒
の
生
活
の
本
拠

地
に
お
い
て
就
学
の
配
慮
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
前
提
と
し
て
協
議
、
調

整
を
行
い
、
義
務
教
育
の
実
施
義

第 次行政改革大綱



務
は
、
本
市
が
主
体
と
な
る
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
地
域

で
支
え
あ
う
ま
ち

【
質
問
】

本
市
の
生
活
保
護
給
付
事
業
費

は
、
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
い

る
。
実
態
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
、
対
応
す
る
の
か
を
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

世
帯
類
型
別
で
伸
び
て
い
る
の

は
、
主
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
方

を
含
む
そ
の
他
世
帯
と
高
齢
者
世

帯
と
な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
今

後
の
取
り
組
み
は
、
被
保
護
世
帯

に
対
す
る
自
立
支
援
の
中
で
も
、

働
く
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
世
帯

へ
の
支
援
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
被
保
護
者
と
一
体
と
な
っ
た

積
極
的
な
就
労
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

環
境
と
調
和
し
た
生
活
し
や
す

い
ま
ち

【
質
問
】

身
近
な
憩
い
の
場
所
で
あ
る
と

と
も
に
、避
難
場
所
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
場
所
で
あ
る
、都
市
公
園
の

本
市
に
お
け
る
基
本
理
念
を
問
う
。

【
答
弁
】
城
信
副
市
長

都
市
公
園
は
、
都
市
環
境
の
改
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善
、
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
空
間

な
ど
、
多
様
な
機
能
を
有
す
る
都

市
の
根
幹
的
な
施
設
で
あ
る
、
基

本
理
念
と
し
て
、
配
置
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
緑
あ
ふ
れ
る
都
市
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

交
流
が
盛
ん
な
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち

【
質
問
】

新
年
度
、
市
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
、
活
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
施
策
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
西
条
駅
周
辺
に
つ
い
て

次
の
こ
と
を
問
う
。

西
条
駅
北
に
保
育
所
設
置
を

す
る
計
画
が
あ
る
か
。

吉
行
泉
線
で
遅
延
の
理
由
を

地
元
に
説
明
し
な
い
の
か
。

御
建
公
園
を
多
目
的
に
利
用

で
き
る
形
に
し
て
は
ど
う
か
。

駅
前
広
場
を
再
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

排
水
に
よ
る
駅
北
の
た
め
池

の
悪
臭
に
対
す
る
対
応
。

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

消
防
署
跡
地
の
利
用
方
法
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長
・
大
北
副
市

長
・
城
信
副
市
長
・
前
延
生
活
環

境
部
長
・
清
水
迫
福
祉
部
長

本
市
の
特
徴
や
強
み
を
生
か

し
、
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

ホ
ー
ル
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
面
に
一

定
の
区
切
り
を
つ
け
る
た
め
、
集

中
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
住
民

自
治
協
議
会
の
運
営
支
援
な
ど
の

施
策
や
、
子
育
て
も
含
め
た
暮
ら

し
や
す
さ
を
向
上
す
る
た
め
の
施

策
な
ど
、
都
市
の
成
長
に
資
す
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

近
い
場
所
に
保
育
園
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

地
権
者
並
び
に
周
辺
住
民
に

対
し
説
明
会
を
実
施
し
、
協
力
を

得
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
た
い
。

利
用
も
多
く
、
今
後
も
、
野

球
場
と
し
て
使
用
し
た
い
が
、
野

球
場
と
し
て
支
障
の
な
い
利
用
で

あ
れ
ば
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

北
口
広
場
の
供
用
開
始
後
の

状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
。

上
流
に
小
規
模
の
住
宅
団
地

が
造
成
さ
れ
、
生
活
排
水
の
流
入

も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
今
後
、
継
続
し
て
監
視
す
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
方
向

性
の
整
理
を
踏
ま
え
、
利
活
用
の

具
体
化
に
向
け
検
討
し
た
い
。

新
た
な
発
想
を
活
か
し
た
自
立

と
協
働
の
ま
ち

【
質
問
】

西
条
地
区
に
は
、
地
域
活
動
の

た
め
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
所

が
な
い
。
活
動
拠
点
に
、
集
会
所

機
能
を
持
た
せ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
西
条
地
区
住
民
の
た
め
の
集

会
所
施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
前
藤
企
画
振
興
部
長

集
会
所
の
新
設
や
改
修
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
に
よ
り
施
設
の
整

備
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
西
条
中
心
市
街
地
の
活
性
化

の
視
点
か
ら
、今
後
の
交
流
拠
点
、

交
流
機
能
等
の
あ
り
方
も
考
慮
を

し
つ
つ
、
公
有
地
へ
の
複
合
的
な

機
能
配
置
や
民
間
の
遊
休
資
産
の

有
効
活
用
な
ど
の
可
能
性
も
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
。

中央生涯学習センター
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【
質
問
】

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
修

理
・
維
持
管
理
な
ど
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
、
地
域
住

民
の
避
難
拠
点
と
な
る
公
共
施
設

の
耐
震
化
や
備
蓄
倉
庫
・
自
家
発

電
装
置
の
整
備
な
ど
の
防
災
機
能

の
強
化
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

ま
た
、
有
効
な
通
学
路
の
安
全

確
保
へ
の
対
応
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長
・
米
田
学
校

教
育
部
長

老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
公
共
性
が
高
い
も
の
、
避

難
施
設
と
し
て
利
用
す
る
も
の
、

耐
震
上
問
題
が
あ
る
も
の
な
ど
か

ら
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
災
害
対
策
に
必
要
な

食
糧
や
資
機
材
な
ど
に
関
し
て

も
、
平
常
時
か
ら
計
画
的
な
備
蓄

に
努
め
る
と
と
も
に
、
調
達
体
制

を
確
立
し
て
お
く
方
針
で
あ
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は
、
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、

緊
急
合
同
点
検
の
利
点
も
生
か
し

な
が
ら
、
通
学
路
安
全
検
討
会
議

に
お
い
て
、改
善
を
強
く
要
望
し
、

努
力
し
た
い
。

解
を
問
う
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

広
島
県
が
運
用
す
る
広
島
県
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
公
共
情
報

コ
モ
ン
ズ
と
連
携
し
て
お
り
、
県

へ
の
災
害
状
況
報
告
に
あ
わ
せ

て
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
市
民
へ
情

報
提
供
が
で
き
る
た
め
、
積
極
的

に
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
面
は
市
と
し
て

独
自
の
導
入
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用
し

た
情
報
伝
達
体
制
を
構
築
し
、
市

民
へ
情
報
の
伝
達
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ら
れ
て
い
る
。
事
業
計
画
策
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

現
在
設
置
し
て
い
る
次
世
代

育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
の
業

務
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
本
市
の
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
を
早

急
に
検
討
し
て
い
く
。

ニ
ー
ズ

調
査
の
具
体
的
な
調
査
項
目
な

ど
、
平
成

年
度
前
半
に
国
か
ら

示
さ
れ
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

平
成

年
度
後
半
に
は
、
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
の

現
状
調
査
と

今
後
の
取
り
組
み

社
会
イ
ン
フ
ラ
の

現
状
調
査
と

今
後
の
取
り
組
み

地
域
の
安
全
・
安
心

情
報
基
盤
に
関
す
る

取
り
組
み

地
域
の
安
全
・
安
心

情
報
基
盤
に
関
す
る

取
り
組
み

公
明
党
代
表
質
問
者

小
川
宏
子

公
明
党
代
表
質
問
者

小
川
宏
子

加
根

佳
基

竹
川

秀
明

【
質
問
】

公
共
情
報
を
共
有
す
る
公
共
情

報
コ
モ
ン
ズ
の
活
用
に
つ
い
て
見耐震補強された中学校

子
ど
も
子
育
て
会
議
の

設
置
と
支
援
へ
の

実
態
調
査

子
ど
も
子
育
て
会
議
の

設
置
と
支
援
へ
の

実
態
調
査

【
質
問
】平成

年
度
か
ら
、
子
育
て

当
事
者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
地

方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

平
成

年
度
か
ら
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
本
格
施
行

に
向
け
、
子
育
て
家
庭
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

待
機
児
童
解
消
の
為
の

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

待
機
児
童
解
消
の
為
の

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

【
質
問
】

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
向
け
た

本
市
の
支
援
策
を
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

国
に
お
い
て
、
安
心
こ
ど
も
基

金
を
財
源
と
す
る
保
育
士
等
処
遇

改
善
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

保
育
士
の
給
与
改
善
に
取
り
組
む

私
立
保
育
所
を
支
援
す
る
も
の

で
、
本
市
の
施
策
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。



【
質
問
】非正

規
労
働
者
や
ニ
ー
ト
と

言
わ
れ
る
方
な
ど
、
若
者
へ
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

問
う
。離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
問
う
。

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
活
用

し
た
、
正
規
雇
用
に
つ
な
げ
る
就

業
体
験
事
業
の
実
施
の
ほ
か
、
国

と
県
が
連
携
し
た
広
島
地
域
若
者

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
若
者

交
流
館
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
る
。
相
談
者
も
多
く
、
就

職
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
。

求
人
開
拓
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
な

ど
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
図
り
、
再
就
職
に
向
け

た
支
援
を
講
じ
て
い
く
。

大
谷

忠
幸

平
岡

毅

ラ
導
入
に
よ
り
聴
覚
障
害
者
に
対

す
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も

を
積
極
的
に

活
用
し
情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

を
図
っ
て
い
く
。

【
質
問
】ケー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、

ラ

ジ
オ
放
送
へ
の
関
心
を
ど
う
向
上

さ
せ
る
か
、

高
齢
者
の
生
活
支

援
に
対
す
る

利
活
用
の
具

体
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
安

全
な
登
下
校
に
向
け
た

活

用
の
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
前
藤
企
画
振
興
部
長

清
水

迫
福
祉
部
長

米
田
学
校
教
育
部
長

地
元
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
重
要

な
情
報
発
信
基
盤
で
あ
り
、
官
民

を
挙
げ
て
さ
ら
な
る
利
活
用
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

自
宅
か
ら
の
簡
単
な
操
作
で
受
信

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
救
急
車
の
出
動

等
が
依
頼
で
き
、

月
末
現
在

名
の
利
用
者
が
あ
る
。

カ
ー
ド
等
を
児
童
生
徒

に
持
た
せ
登
下
校
の
状
況
を
保
護

者
へ
送
信
す
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
効
果
に
つ
い
て
、
調
査

若
者
育
成
支
援
・

再
就
職
支
援
に
つ
い
て

若
者
育
成
支
援
・

再
就
職
支
援
に
つ
い
て

住
民
自
治
協
議
会
の

進
捗
状
況
と

問
題
点
に
つ
い
て

住
民
自
治
協
議
会
の

進
捗
状
況
と

問
題
点
に
つ
い
て

就職ガイダンスの開催風景

【
質
問
】

現
時
点
に
お
け
る
住
民
自
治
協

議
会
の
進
捗
状
況
と
設
立
後
の
財

政
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
大
北
副
市
長

現
在
、

地
区
で
設
立
さ
れ
、

残
る

地
区
に
つ
い
て
も
、
平
成

年
度
内
の
設
立
に
向
け
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

財
政
効
果
に
つ
い
て
、
定
量
的

な
効
果
測
定
は
難
し
い
面
も
あ
る

が
、
市
民
や
学
識
経
験
者
等
の
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

東
広
島
い
ろ
は
会

代
表
質
問
者

重
光
秋
治

東
広
島
い
ろ
は
会

代
表
質
問
者

重
光
秋
治

【
質
問
】

第

次
東
広
島
市
地
域
情
報
化

計
画
に
お
け
る
、
電
子
申
請
関
係

や
福
祉
施
策
に
関
す
る

活

用
の
現
状
と
目
標
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
広
島

県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
運
用
す

る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
加
入

し
、
申
請
対
象
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
が
、
使
用
料
等
の
料
金
収
受

の
取
り
扱
い
、
ま
た
多
様
な
情
報

通
信
端
末
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題

か
ら
、
導
入
、
整
備
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。福

祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合

福
祉
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ

新
年
度
以
降
の

利
活
用
計
画
を

問
う

新
年
度
以
降
の

利
活
用
計
画
を

問
う
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検
討
を
行
っ
て
い
る
。

に
対
す
る
情
報
収
集
を
強
化
し
、

個
人
情
報
保
護
を
最
優
先
課
題
と

し
て
運
用
実
施
に
取
り
組
む
。

重
点
に
掲
げ
る
事
業
の
採
算

性
、
実
施
主
体
、
実
施
方
法
な
ど

幅
広
い
観
点
か
ら
、
事
業
実
施
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
く
。

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

県
へ
も
提
案
し
、
市
内
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
等
を
活
用
し
た
環
境

学
習
の
積
極
的
な
展
開
に
努
め
る

な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

原
子
力
発
電
の

理
解
に
向
け
市
民
学
習
の

サ
ポ
ー
ト
を

原
子
力
発
電
の

理
解
に
向
け
市
民
学
習
の

サ
ポ
ー
ト
を

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
の
建
設
を
望
む

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
の
建
設
を
望
む

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

対
応
準
備
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

対
応
準
備
は
？

【
質
問
】

平
成

年
に
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、
市
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の
か

問
う
。

【
答
弁
】
大
北
副
市
長

平
成

年

月
運
用
開
始
を
目

指
し
国
に
お
い
て
関
連
法
案
が
提

出
予
定
だ
が
、法
案
成
立
後
に
は
、

早
急
に
市
民
に
対
し
制
度
の
目

的
・
内
容
を
周
知
し
理
解
を
求
め

て
い
く
。
そ
の
た
め
、
関
係
団
体太陽光パネルを設置した住宅

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
へ
の

取
り
組
み
を
問
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
へ
の

取
り
組
み
を
問
う

【
質
問
】

市
が
主
体
で
実
施
し
た
も
の
、

民
間
の
実
施
に
市
が
補
助
し
た
も

の
な
ど
、

取
り
組
み
の
現
状
と

今
後
の
目
標
を
問
う
。

【
答
弁
】
前
延
生
活
環
境
部
長

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
本
庁
舎
、
福
富
支
所
、
消

防
庁
舎
、
三
ツ
城
小
学
校
、
中
央

中
学
校
及
び
園
芸
セ
ン
タ
ー
に
設

置
が
完
了
し
て
い
る
。
設
置
工
事

中
で
あ
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
合
わ

せ
る
と
平
成

年
度
目
標
に
対
し

・

％
の
達
成
見
込
み
と
な

る
。
一
般
家
庭
で
の
太
陽
光
発
電

普
及
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度

に
補
助
制
度
を
創
設
し
、
目
標
を

上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

太
陽
熱
利
用
に
つ
い
て
は
、
黒

瀬
屋
内
プ
ー
ル
、
西
条
小
学
校
及

び
三
ツ
城
小
学
校
の
各
プ
ー
ル
に

設
置
し
て
い
る
。

【
質
問
】

産
学
金
官
の
連
携
強
化
及
び
発

展
を
目
指
す
上
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
は
ど
う
か
。
所
見
を
問
う
。

【
答
弁
】
前
延
生
活
環
境
部
長

現
段
階
で
検
討
は
し
て
い
な
い

が
、
環
境
情
報
の
発
信
や
啓
発
拠

【
質
問
】

原
発
を
理
解
す
る
た
め
の
市
民

学
習
の
サ
ポ
ー
ト
と
市
民
の
意
識

向
上
の
た
め
に
、
自
治
体
も
率
先

し
て
動
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
前
延
生
活
環
境
部
長

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

は
国
の
責
任
に
お
い
て
決
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
だ
が
、
自
治
体
と
し

て
も
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
で
き

る
限
り
連
動
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
民
に
対
し
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
き
、
省
エ
ネ
の
実
践
に
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

次世代エネルギーパーク
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域
の
要
望
に
応
じ
て
、
対
応
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

合
う
機
会
の
提
供
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
ら
せ
、
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、そ
し
て
、

健
康
的
な
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
有
効
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

適
度
な
運
動
や
意
識
的
に
身
体

を
動
か
す
こ
と
は
、
重
要
な
生
活

習
慣
で
あ
り
、
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
東
広
島
市
健
康
増

進
計
画
に
基
づ
き
、
運
動
、
栄
養
、

休
養
、
心
の
健
康
な
ど
の
領
域
で

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
具

体
的
な
活
動
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
運
動
の
理
論
と
実
践
を
学
ぶ
教

室
の
開
催
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、

健
康
づ
く
り
の
習
慣
の
定
着
な
ど

を
図
っ
て
い
る
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
に

ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
入
れ
た
試
み

保
健
・
医
療
・
福
祉
に

ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
入
れ
た
試
み

市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問
者

石
原
賢
治

市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問
者

石
原
賢
治

【
質
問
】

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
、
地
方
自
治
体
の
長
が

所
管
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
施
設
の
設
置
、
管
理
運
営
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
施
策
を
、

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

市
と
し
て
の
意
識
の
統
一
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
部
局
を
超
え

て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
わ
る
会
議

の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
実

践
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、
各
地

域
へ
講
師
や
指
導
者
の
派
遣
を
地

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て

健
康
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
を

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て

健
康
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
を

【
質
問
】

健
康
へ
の
意
識
が
低
い
人
な
ど

に
対
し
て
健
康
意
識
を
喚
起
さ

せ
、
健
康
行
動
へ
と
誘
う
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
う
し
た

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

各
種
行
事
や
健
康
に
関
す
る
情

報
を
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
、広
く
発
信
す
る
一
方
で
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
参
加

や
応
援
を
伴
う
行
事
の
開
催
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
な

ど
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
の
増
大
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

生
き
が
い
健
康
体
育
大
学
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

を

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

を

【
質
問
】

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
地
域

で
暮
ら
す
人
た
ち
の
望
み
を
理
解

し
、
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
、

【
質
問
】

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
社
会
的
効
果

を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
も

意
義
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

組
織
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
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の
形
成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
だ
け
で
は

な
く
、
観
戦
を
す
る
人
、
指
導
者

な
ど
の
支
え
る
人
達
が
融
合
し
、

そ
れ
が
、地
域
の
一
体
感
を
生
み
、

住
民
同
士
の
協
働
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
各
小
学
校
区
体

育
振
興
会
の
活
動
は
住
民
自
治
組

織
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
こ
れ
を

機
会
に
、行
事
に
対
す
る
支
援
や
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
な
ど
既
存
の

組
織
と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
形
成
は
、
近
隣
の
例
や
、
本

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
、
対
投
資

効
果
を
勘
案
し
課
題
等
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

ツ
基
本
計
画
で
期
待
さ
れ
て
い
る

ク
ラ
ブ
の
組
織
化
や
育
成
に
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

県
や
有
識
者
と
の
調
整
、
立
ち

上
げ
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
理
念
等
が
地

域
住
民
に
理
解
さ
れ
、
地
域
の
現

状
な
ど
を
整
理
、
把
握
を
し
な
が

ら
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
、
活
動
拠
点
と
な
る

べ
き
施
設
の
確
保
が
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
た
め
、
拠
点
確
保
の

可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
既
存
団
体

の
看
板
の
掛
け
か
え
だ
け
に
終
わ

ら
な
い
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
、

継
続
し
て
支
援
を
行
う
。

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
・
推
進
を

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
・
推
進
を

【
質
問
】

本
来
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
即
し
て
主
体
的
に
組
織
さ
れ
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
だ

が
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
や
ス
ポ
ー

総合型地域スポーツクラブとは

老若男女を問わず誰もが興味と関

心に応じてスポーツに親しむことが

できる、地域のスポーツ活動の新し

いかたちのことを指します。その特

徴として、 多種目 、 多世代 、 多

志向 が挙げられます。

（東広島市のホームページより）

質
問
者

下
村
昭
治
（
五
月
会
）

質
問
者

下
村
昭
治
（
五
月
会
）

成
熟
期
に
入
っ
た

東
広
島
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り

成
熟
期
に
入
っ
た

東
広
島
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り

【
質
問
】日本

一
住
み
よ
い
ま
ち

を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
園
都
市
と
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と

い
う

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
相
当

す
る
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
設
定

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
問
う
。

【
答
弁
】
藏
田
市
長

今
後
も
総
合
計
画
を
基
本
に
、

平
成

年
度
に
定
め
た
成
長
戦
略

基
本
方
針
等
に
掲
げ
た
施
策
や
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
積
極

的
な
民
間
活
力
の
活
用
の
観
点
も

踏
ま
え
た
上
で
、
環
境
未
来
都
市

構
想
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
な
ど
、
将
来
を
展
望
し
た
新
し

い
東
広
島
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

地
域
の
社
会
問
題
に

な
り
つ
つ
あ
る

空
き
家
に
対
策
を

地
域
の
社
会
問
題
に

な
り
つ
つ
あ
る

空
き
家
に
対
策
を

【
質
問
】

全
国
各
地
で
、
防
災
・
防
犯
・

景
観
上
か
ら
も
、
空
き
家
対
策
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

多
く
の
空
き
家
が
生
じ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
多
く
の
自
治
体
で

空
き
家
管
理
条
例

の
制
定
が

進
ん
で
お
り
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
施
策
だ
と
思
う
が
、
市

の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
木
村
建
設
部
長

条
例
制
定
を
検
討
中
の
県
内



市
を
含
め
た
他
市
町
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
所
有

者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
必

要
に
応
じ
て
適
正
管
理
の
お
願
い

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
空
き
家
の

実
態
調
査
も
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
調
査
手
法
に
つ
い
て
の
研
究

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

備
の
観
点
か
ら
も
、
竹
を
発
酵
さ

せ
て
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
活
用
す

る
、
竹
チ
ッ
プ
を
肥
料
と
し
て
利

用
す
る
、
竹
粉
を
菓
子
や
健
康
食

品
に
加
工
す
る
な
ど
、
竹
を
有
効

に
活
用
し
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
石
丸
産
業
部
長

民
間
で
は
、
竹
を
チ
ッ
プ
化
・

パ
ウ
ダ
ー
化
す
る
こ
と
で
、
土
壌

改
良
材
や
堆
肥
、
家
畜
飼
料
と
し

て
活
用
し
た
り
、
竹
炭
を
粉
に
し

て
ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
な
ど
に
利
用

す
る
な
ど
、
多
用
途
に
活
用
で
き

る
数
多
く
の
新
た
な
商
品
が
開
発

さ
れ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
も
、

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
で
整

備
さ
れ
た
竹
粉
砕
機
を
市
民
団
体

等
に
貸
し
出
し
て
い
る
団
体
や
、

伐
倒
し
た
竹
を
竹
炭
に
し
て
、
消

臭
や
水
質
浄
化
に
活
用
し
て
い
る

団
体
が
あ
る
。
竹
の
有
効
活
用
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
今
後
も
引
き

続
き
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事

業
を
活
用
さ
れ
て
い
る
団
体
や
地

域
住
民
、森
林
組
合
等
と
連
携
し
、

市
内
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組

み
が
、
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
質
問
】いじ

め
が
発
生
し
そ
れ
を
把

握
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
員
が
子
供
の
気
持
ち
に

立
っ
て
指
導
を
行
う
た
め
に
、
職

員
同
士
の
意
志
疎
通
が
可
能
な
体

制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
木
村
教
育
長

学
習
面
や
生
活
面
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
今

後
の
指
導
に
生
か
す
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
無
記
名
方
式
に

す
る
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。ま
た
、

保
護
者
に
対
し
て
も
同
様
に
実
施

し
て
い
る
。

今
後
も
、実
施
時
期
や
回
数
等
、

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
実
施
し
、

子
供
た
ち
の
様
子
を
し
っ
か
り
把

握
し
て
い
く
。

学
校
に
お
い
て
様
々
な
委
員

会
や
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、

そ
れ
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
様
子

を
教
職
員
が
共
有
し
て
い
る
。
ま

た
、
休
憩
時
間
や
給
食
時
間
等
の

子
供
た
ち
と
触
れ
あ
う
時
間
を
大

切
に
し
、
子
供
た
ち
の
実
態
に
応

じ
て
様
々
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
員
配
置
と
し
て
、

よ
り
個
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
、
教
育
支
援
員
や
教
育
補

助
員
、
非
常
勤
講
師
等
を
配
置
し

て
お
り
、
今
後
も
組
織
と
し
て
効

果
的
な
指
導
が
行
え
る
学
校
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ゆ
き
届
い
た
教
育
環
境

が
い
じ
め
自
殺
を
な
く

し
ま
す

ゆ
き
届
い
た
教
育
環
境

が
い
じ
め
自
殺
を
な
く

し
ま
す

質
問
者

谷

晴
美
（
日
本
共
産
党
）

質
問
者

谷

晴
美
（
日
本
共
産
党
）

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

竹
林
を
考
え
て
み
よ
う

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

竹
林
を
考
え
て
み
よ
う

【
質
問
】

拡
大
・
繁
茂
し
た
竹
林
は
、
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
の

住
み
か
に
な
っ
て
い
る
。
景
観
整

そ
の
他
の
質
問
項
目

危
機
管
理
を
考
え
る
・
国
際
交
流
の
有
り
方
を
考
え
る

繁茂した竹林
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【
質
問
】

施
設
の
民
営
化
や
指
定
管
理
制

度
で
問
題
化
し
て
い
る
事
案
に
対

し
て
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
松
尾
総
務
部
長

同
制
度
の
導
入
は
、
単
に
業
務

の
効
率
化
を
追
求
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
民
間
の
技
術
等
を

活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
向

上
を
図
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ

る
。
同
制
度
の
適
用
に
当
た
っ
て

は
、
効
果
が
十
分
に
得
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
引
き
続
き
適
正
な
運

用
に
努
め
て
い
く
。

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
陳
情

電
気
設
備
工
事
の
分
離
発
注
の

継
続
を
求
め
る
陳
情
書

東
広
島
市
事
業

ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
設
立
準
備
ク
ラ

ス
の
民
業
圧
迫
に
つ
い
て（
陳

情
書
）

年
金

・

％
削
減
中
止
を
求

め
る
請
願

中
国
政
府
お
よ
び
在
日
中
国
大

使
館
の
法
輪
功
学
習
者
に
対
す

る
迫
害
停
止
を
日
本
政
府
に
求

め
る
請
願
書

議
会
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
お
願
い

市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
と
活

性
化
を
目
的
に
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
回
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
議
員
報
酬
・
定
数
等
に

つ
い
て
審
議
す
る
た
め
に
市
民
の

方
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、

名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
議
会
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
保
護
費
を
削
減
し
、

軍
事
費
増
額
は

正
義
か
！

生
活
保
護
費
を
削
減
し
、

軍
事
費
増
額
は

正
義
か
！

施
設
の
維
持
運
営
の

効
率
化
で

サ
ー
ビ
ス
は
後
退
に
！

施
設
の
維
持
運
営
の

効
率
化
で

サ
ー
ビ
ス
は
後
退
に
！

【
質
問
】

政
権
交
代
し
、
生
活
保
護
費
の

引
き
下
げ
が
実
行
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
憲
法
第

条
に
抵
触
す

る
異
常
な
事
態
が
予
想
さ
れ
る

が
、
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
清
水
迫
福
祉
部
長

厚
労
省
で
は
、
生
活
扶
助
基
準

と
一
般
低
所
得
世
帯
の
消
費
実
態

の
検
証
作
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後

年
間
を
か
け
現
行
基
準
か

ら
増
減
幅
が

％
を
超
え
な
い
程

度
で
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
び
の
改
定
は
、

年

に
一
度
の
定
期
的
な
見
直
し
作
業

で
あ
り
、
専
門
家
を
構
成
員
と
す

る
部
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
適
切

な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
十
分
に

果
た
す
改
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

議会からのアンケートの実施方法
調査対象
満 歳以上の市民 人
抽出方法
層化無作為抽出方法
調査方法
郵送配布 郵送回収によるアンケート調査

調査期間
平成 年 月 日 平成 年 月 日



平
成

年
第

回
（

月
）
定

例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
議
案

件
、
委
員
会
提
出
議
案

件
の
計

件
の
議
案
と
議
長
発

議

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は

議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
定
例
会
初
日

に
設
置
し
た
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
、
宮
川
誠
子
委
員
長
、
池

田
隆
興
副
委
員
長
を
選
任
し
、

日
間
に
及
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し

た
。定

例
会

日
目
に
は
、
各
常
任

委
員
会
に
付
託
し
た
案
件
に
つ
い

て
、
各
常
任
委
員
長
の
報
告
、
討

論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案

ど
お
り
可
決
し
、
委
員
会
提
出
議

案

件
、
議
長
発
議

件
が
上
程

さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

定
例
会
最
終
日
に
は
、
新
年
度

予
算
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委

員
長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行

い
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
出
議
案

件
が
上
程
さ
れ
、
総
務
委
員
会

に
付
託
し
、
委
員
長
の
報
告
、
討

論
採
決
を
行
い
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
可
決

平
成

年
度
一
般
会
計

億

万
円

平成 年
第 回定例会
平成 年

第 回定例会

第 回定例会で議決した案件

条例案 件

予算案 件

承認案 件

諮問 件

同意案 件

その他 件

委員会提出議案 件

議長発議 件

第 回定例会の日程 内 容

月 日
（ 日目）

開会、会期の決定、議案説明、新年度予算案を除
く議案付託（常任委員会）、予算特別委員会設置・
委員の選任、新年度予算案付託（予算特別委員会）

月
日

新年度予算案を除く付託議案の常任委員会審査

月 日
（ 日目）

常任委員長報告─新年度予算案を除く議案採決
【原案可決等】、委員会提出議案採決【原案可決】、
議長発議採決【原案可決】

月 日 月 日
（ 日目）

代表質問・一般質問

月
月 日

付託議案の予算特別委員会審査

月 日
（ 日目）

予算特別委員長報告─新年度予算案採決【原案可
決】、追加提出議案、議案付託（総務委員会）、委
員長報告、議案採決【同意可決】、閉会



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

本
会
議
の
討
論

賛
成
討
論

議
案
第

号

市
役
所
に
用
が
あ
る
方
は
無
料

と
な
っ
て
お
り
、料
金
設
定
は
、利

用
に
支
障
が
あ
る
よ
う
な
使
用
を

排
除
す
る
た
め
の
も
の
で
、適
切
な

措
置
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

議
案
第

号

持
続
可
能
な
予
算
執
行
は
最
大

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、本
案

は
総
合
計
画
を
持
続
的
に
実
施
す

る
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
と
評
価
す
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

議
案
第

号

民
間
施
設
で
も
、
無
料
の
駐
車

場
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
無
料
で

あ
っ
て
も
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
は
ず
で
あ
る
た
め
、反
対
す
る
。

議
案
第

号

障
害
者
団
体
の
方
の
願
い
は
、

応
益
負
担
を
応
能
負
担
に
改
め
ら

れ
る
こ
と
で
、
今
回
の
改
定
は
、

障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は

つ
な
が
ら
な
い
と
判
断
し
、
反
対

す
る
。

本
会
議
の
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

議
案
第

号

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
の
方
針
案
が
含
ま
れ
て
お
り
、ま

た
、市
民
ホ
ー
ル
建
設
よ
り
、待
機

児
童
の
解
消
を
図
る
な
ど
の
優
先

課
題
が
あ
る
た
め
、反
対
す
る
。

議
案
第

号

企
業
誘
致
の
た
め
、
補
助
金
の

ば
ら
ま
き
競
争
が
再
燃
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
震
災
地
に
こ
そ
投
資

を
集
中
さ
せ
る
べ
き
で
、
産
業
団

地
の
造
成
に
は
反
対
す
る
。

議
案
第

号

不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
へ

の
財
政
支
出
よ
り
、
危
機
管
理
、

暮
ら
し
、
教
育
、
医
療
、
中
小
企
業
、

子
育
て
の
支
援
に
充
て
ら
れ
る
よ

う
に
求
め
る
た
め
、
反
対
す
る
。

議
案
第

号

寺
家
地
区
の
産
業
団
地
造
成
に

反
対
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

議
案
第

号

短
期
保
険
証
の
発
行
が
、
昨
年

の
税
の
引
き
上
げ
で
増
え
続
け
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
野

診
療
所
へ
の
支
援
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

会 派 名 合 志 会 威 信 会 新 風
東 広 島

いろは会

市 民

クラブ
公明党

日
本
共
産
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五
月
会

山
彦
会

議案番号

乗
越

耕
司

新
開

邦
彦

高
橋

典
弘

家
森

建
昭

中
平

好
昭

池
田

隆
興

梶
谷

信
洋

早
志

美
男

麻
生

豊

杉
原

邦
男

大
江

弘
康

山
下

守

牧
尾

良
二

渡
邉

國
彦

宮
川

誠
子

寺
尾

孝
治

上
田

廣

中
曽

義
孝

杉
井

弘
文

大
谷

忠
幸

平
岡

毅

重
光

秋
治

西
本

博
之

石
原

賢
治

赤
木

達
男

加
根

佳
基

竹
川

秀
明

小
川

宏
子

谷

晴
美

鈴
木

利
宏

下
村

昭
治

坂
本

一
彦

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

会 派 名 合 志 会 威 信 会 新 風
東 広 島

いろは会

市 民

クラブ
公明党

日
本
共
産
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五
月
会

山
彦
会

【表決が分かれた案件の表決結果】

議案の審査経過議案の審査経過

議 は議長、 は賛成、 は反対、 除 は除斥になります。



本
会
議
の
討
論

反
対
討
論

議
案
第

号

燃
料
の
高
騰
や
年
金
の
引
き
下

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

生
活
の
質
が
下
が
り
、
我
慢
し
て

治
療
を
あ
き
ら
め
て
、
重
症
化
さ

せ
、
医
療
費
が
増
大
す
る
た
め
、

反
対
す
る
。

議
案
第

号

利
用
料
の
減
免
措
置
も
実
施
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
介
護
難
民

が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
反
対
す
る
。

議
案
第

号

予
算
に
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
係
る
支
出
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

議
案
第

号

空
い
た
市
有
地
に
保
育
所
を
建

設
し
、
待
機
児
童
の
解
消
を
進
め

る
の
が
市
の
仕
事
で
あ
り
、ま
た
、

民
営
化
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
支
援
に
な
ら
な
い
た
め
、
反
対

す
る
。

本
会
議
の
討
論

反
対
討
論

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、

月

日
及
び

日
に
、
慎
重
に
審
査
を

進
め
、
同
意
案
第

号
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
同
意
す

る
こ
と
と
決
し
、
他
の

議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。
ま
た
、

月

日
に
、
追
加

提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
同
意
す

る
こ
と
と
決
し
た
。

議
案
第

号

指
定
管
理
に
あ
た
り
、
指
定

管
理
料
の
算
定
方
法
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

指
定
管
理
料
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
直
営
の
場
合
で
あ
っ
て
も

指
定
管
理
で
あ
っ
て
も
不
公
平
が

な
い
よ
う
算
定
し
、
指
定
管
理
を

お
願
い
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
管

理
は
、
経
営
的
な
観
点
か
ら
様
々

な
努
力
が
で
き
る
こ
と
が
利
点
で

あ
る
た
め
、
指
定
管
理
料
の
範
囲

内
で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 委

員
会
審
査
概
要

議
案
第

号

他
の
機
関
と
の
連
携
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

県
に
つ
い
て
は
保
健
所
を
中

心
に
連
携
を
想
定
し
て
お
り
、
感

染
予
防
啓
発
、
情
報
収
集
、
情
報

提
供
に
つ
い
て
連
携
す
る
。ま
た
、

地
区
医
師
会
、
協
力
医
療
機
関
、

地
区
薬
剤
師
会
な
ど
と
連
携
し
対

応
す
る
。
懸
案
事
項
が
あ
れ
ば
対

策
本
部
に
地
区
医
師
会
、
協
力
医

療
機
関
か
ら
出
席
い
た
だ
き
、
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

議
案
第

号

意
見
…
誰
に
で
も
使
い
や
す
い
発

券
機
を
導
入
す
る
な
ど
、利
用
し
や

す
い
駐
車
場
と
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、市
が
主

催
・
共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
係

る
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
、取
扱
い

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総務委員会総務委員会

【総務委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

同意案第 号 監査委員の選任の同意
八本松町原 番地
山崎 幹雄（やまさき みきお）

同意可決
（全会一致）

議案第 号
公の施設の指定管理者の
指定

地域センター 施設の指定管理者として、
原案可決団体を指定するもの。指定期間は、
平成 （全会一致）年 月 日から平成 年
月 日まで。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、

月

日
及
び

日
に
、
慎
重
に
審
査
を

進
め
、

議
案
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

議
案
第

号

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け

る
こ
う
ち
交
流
促
進
施
設
運
営
協

議
会
は
、
当
該
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い

る
の
か
。

今
後
、
施
設
管
理
に
つ
い
て

の
技
能
や
資
格
の
習
得
に
努
め
る

と
と
も
に
、経
費
の
節
減
等
に
よ
っ

て
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
と
聞

い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
初
は
指

定
管
理
の
期
間
を

年
間
で
は
な

く
、

年
間
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案
第

号

中
山
間
地
域
で
の
医
師
の
確

保
が
困
難
な
の
は
分
か
る
が
、
患

者
数
が
減
少
す
る
な
か
、
国
保
診

療
所
の
運
営
者
と
し
て
、
常
に
課

題
と
方
向
性
を
持
っ
て
臨
む
べ
き

で
あ
り
、
患
者
を
集
め
る
努
力
も

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

委
員
会
審
査
概
要

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

文教厚生委員会文教厚生委員会

【総務委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号 請負契約の締結

消防救急無線デジタル化工事に係る請負契約
・契約内容 電気通信工事一式
・契約金額 億 万円
・相手 扶桑電通株式会社中国支店
・工期 議決のあった日の翌日から

平成 年 月 日まで

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市新型インフルエ
ンザ等対策本部条例の制
定

新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行
に伴い、新型インフルエンザ等対策本部に関
し必要な事項を定めるもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市庁舎駐車場設置
及び管理条例の制定

市役所の本庁舎の駐車場の設置及び管理に関
し、使用料など必要な事項を定めるもの。

原案可決
（賛成多数）

議案第 号
特別職の職員等の給与、
旅費等に関する条例の一
部改正

障害者自立支援法の一部改正に伴い、障害程
度区分認定審査会委員の名称を障害支援区分
認定審査会委員に変更するとともに、行政区
制度の廃止に伴い、行政区長の報酬を廃止す
るもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市地域センター条
例の一部改正

地域センターの利用料金に関する規定の整備
を行うとともに、東広島市造賀地域センター
の研修室に係る使用料を新たに定めるもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市一般
会計補正予算（第 号）

補正後の総額 億 万 千円
補正額 億 万 千円減額
主な補正の内容
・庁舎建設事業、防犯推進事業、交通結節点
改善事業の減額
・消防救急無線デジタル化整備の増額

原案可決
（賛成多数）

議案第 号 副市長の選任の同意
広島市安芸区矢野南二丁目 番 号
槇原 晃二（まきはら こうじ）

同意可決
（全会一致）

議案第 号
固定資産評価員の選任の
同意

広島市安芸区矢野南二丁目 番 号
槇原 晃二（まきはら こうじ）

同意可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



国
保
診
療
所
は
、
無
医
地
区

の
補
完
が
主
た
る
目
的
で
あ
り
、

市
全
域
か
ら
患
者
を
集
め
る
の

は
、
そ
の
目
的
か
ら
し
て
違
う
。

戸
野
診
療
所
は
、
こ
こ
半
年
ほ
ど

目
に
見
え
て
患
者
数
が
減
少
し
て

い
る
が
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
地
域
に
対
し
て
提
供
し
、
時

間
を
か
け
て
説
明
も
し
な
が
ら
、

国
保
診
療
所
の
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

議
案
第

号

平
成

・

年
度
と
連
続
し

て
、多
額
の
不
用
額
が
生
じ
て
い
る

理
由
が
、当
初
予
算
の
見
込
み
誤
り

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、な
ぜ
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

東
広
島
市
介
護
保
険
事
業
計

画
に
沿
っ
て
、予
算
の
積
算
を
行
っ

た
結
果
、多
額
の
不
用
額
が
生
じ

た
。今
後
は
、計
画
自
体
の
精
査
及

び
計
画
策
定
以
後
の
認
定
者
数
の

伸
び
や
前
年
度
決
算
等
を
踏
ま
え
、

予
算
の
積
算
を
し
て
参
り
た
い
。

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

【文教厚生委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号 財産の取得

（仮称）東広島市市民ホールの用に供する土
地を買い入れようとするもの。
・面積 平方メートル
・取得価格 億 万 円
・相手 東広島市土地開発公社

原案可決
（全会一致）

議案第 号
公の施設の指定管理者の
指定

東広島市河内パークゴルフ場の管理を行う指
定管理者として、こうち交流促進施設運営協
議会を指定しようとするもの。指定期間は、
平成 年 月 日から平成 年 月 日まで
の 年間。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市障害程度区分認
定審査会の委員の定数等
を定める条例の一部改正

障害者自立支援法の一部改正に伴い、条例に
おいて引用している用語の整理を行うととも
に、所要の規定の整備を行おうとするもの。
この改正条例は、障害者自立支援法の題名の
改正に関する規定については、平成 年 月
日から、その他の規定については、平成

年 月 日から、それぞれ施行するもの。

原案可決
（賛成多数）

議案第 号
平成 年度東広島市国民
健康保険特別会計補正予
算（第 号）

【事業勘定】
補正後の総額 億 万 千円
補正額 億 万 千円増額 原案可決

（全会一致）【直営診療施設勘定】
補正後の総額 万 千円
補正額 万 千円減額

議案第 号
平成 年度東広島市介護
保険特別会計補正予算（第
号）

【保険事業勘定】
補正後の総額 億 万円
補正額 億 万 千円減額 原案可決

（全会一致）【介護サービス事業勘定】
補正後の総額 万 千円
補正額 万 千円追加

議案第 号
東広島市保育所設置及び
管理条例の一部改正

御薗宇保育所を廃止するとともに、所要の規
定の整備を行おうとするもの。

原案可決
（賛成多数）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、

月

日
及
び

日
に
、
慎
重
に
審
査
を

進
め
、
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

採
決
の
結
果
、
諮
問
第

号
か
ら

諮
問
第

号
ま
で
の

議
案
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を

も
っ
て
適
任
と
す
る
こ
と
に
決

し
、
議
案
第

号
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
残
余
の

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。主

な
意
見
・
質
疑
応
答

議
案
第

号

繰
越
明
許
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
事
業
は
予
定
通
り
進
む

の
か
。県

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
予

定
通
り
進
め
て
い
く
。

委
員
会
審
査
概
要

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

市民経済委員会市民経済委員会

【市民経済委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市八本松南六丁目 番 号
岩浅 清（いわさ きよし）

適任可決
（全会一致）

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市高屋町造賀 番地
橋 敏子（たかはし としこ）

適任可決
（全会一致）

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市西条土与丸一丁目 番 号
大野 本子（おおの もとこ）

適任可決
（全会一致）

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市八本松町吉川 番地
根来 みち子（ねごろ みちこ）

適任可決
（全会一致）

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市河内町入野 番地
沖 忠行（おき ただゆき）

適任可決
（全会一致）

諮問第 号
人権擁護委員の候補者の推
薦につき意見を求めること

東広島市西条町寺家 番地
坂本 公子（さかもと きみこ）

適任可決
（全会一致）

議案第 号
町及び字の区域の廃止並
びに町の区域の設定

街区方式による住居表示を実施するため、本
年 月 日から、黒瀬町楢原の一部の町及び
字の区域並びに黒瀬松ケ丘の一部の町の区域
を廃止し、その区域をもって町の区域を新た
に設定するもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
町及び字の区域の廃止並
びに町の区域の変更

街区方式による住居表示を実施するため、本
年 月 日から、黒瀬町楢原の一部の町及び
字の区域を廃止し、その区域をもって黒瀬松
ケ丘の町の区域に変更するもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度ひがしひろし
ま墓園管理事業特別会計
補正予算（第 号）

補正後の総額 万 千円
補正額 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市産業
団地造成事業特別会計補
正予算（第 号）

補正後の総額 万 千円
補正額 万 千円減額

原案可決
（賛成多数）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、

月

日
及
び

日
に
、
慎
重
に
審
査
を

進
め
、

議
案
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

議
案
第

号

か
た
い
岩
盤
を
当
初
か
ら
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を

も
と
に
進
め
て
い
た
が
、
想
定
に

な
い
硬
い
岩
盤
が
で
て
き
た
た
め
、

機
械
を
用
い
る
方
法
に
変
更
し
た
。

議
案
第

号

基
準
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

今
後
、
新
た
に
整
備
す
る
公

園
に
お
い
て
こ
の
面
積
を
目
標
と

す
る
。

議
案
第

号

基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
も
の

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

今
後
、
老
朽
化
し
た
時
に
改

善
す
る
。
ま
た
、
新
設
の
時
に
は

条
例
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
。

委
員
会
審
査
概
要

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

建設委員会建設委員会

【建設委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

承認案第 号 専決処分の承認

公用車の事故に係る、損害賠償の額を定める
ことについて、議会を招集してその議決を経
る時間的余裕がないとして、本年 月 日に
専決処分したものについて承認を求められた
もの。

承認可決
（全会一致）

議案第 号 訴えの提起

平成 年 月 日付けで締結した契約により
住宅新築資金及び宅地取得資金を貸し付けた
者の相続人である相手方に対し、これらの貸
付金について未償還の額及び損害賠償金を支
払わなければならない旨の判決並びにこれに
対する仮執行の宣言を求める訴えを提起する
もの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号 市道の路線の廃止 御薗宇長者線ほか 路線を廃止するもの。
原案可決
（全会一致）

議案第 号 市道の路線の認定
寺家南 号線ほか 路線について、一般交通
の用に供するため、市道として認定するもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
公の施設の指定管理者の
指定

安芸津港港湾施設の管理を行う指定管理者と
して、有限会社安芸津海運回漕店を指定する
もの。なお、指定期間は、本年 月 日から
平成 年 月 日までとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号 請負契約の変更

平成 年 月 日議決第 号により議決し
た、平成 年度寺家地区土地区画整理事業防
災調整池築造工事の請負契約について、工事
の内容の一部を変更する必要が生じたため、
請負契約金額を 万 円増額し、 億

万 円とするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市都市公園及び公
園施設の設置の基準を定
める条例の制定

都市公園法等の一部改正に伴い、市が設置す
る都市公園及び公園施設の設置基準を定める
もの。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

【建設委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号

東広島市移動等円滑化の
ために必要な特定公園施
設の設置に関する基準を
定める条例の制定

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律 等の一部改正に伴い、移動等
円滑化のために必要な特定公園施設の設置に
関する基準を定めるもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市道路占用料徴収
条例の一部改正

道路法施行令の一部改正に伴い、道路占用料
の額を改定し、新たに太陽光発電設備等に係
る道路占用料の額を定めるとともに、所要の
規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市営住宅設置及び
管理条例の一部改正

単独住宅に市が買取りを行った住宅を含める
こととし、広畠西団地を廃止するとともに、
所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市住宅
新築資金等貸付事業特別
会計補正予算（第 号）

補正後の総額 万 千円
補正額 万 千円増額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市公共
下水道事業特別会計補正
予算（第 号）

補正後の総額 億 万 千円
補正額 億 万 千円減額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市産業
団地汚水処理施設事業特
別会計補正予算（第 号）

補正後の総額 万 千円
補正額 万 千円減額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市農業
集落排水事業特別会計補
正予算（第 号）

農業集落排水施設管理業務の減額による歳入
歳出の補正等。
補正後の総額 億 万円
補正額 万 千円減額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度寺家地区土地
区画整理事業特別会計補
正予算（第 号）

土地区画整理事業費の減額などによる歳入歳
出の補正等。
補正後の総額 億 万 千円
補正額 億 万 千円減額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市水道
事業会計補正予算（第
号）

【収益的収入】
補正後の総額 億 万 千円
補正額 万 千円減額

原案可決
（全会一致）

【収益的支出】
補正後の総額 億 万 千円
補正額 万 千円減額

【資本的収入】
補正後の総額 億 万円
補正額 億 万 千円減額

【資本的支出】
補正後の総額 億 万 千円
補正額 億 万 千円減額

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

平成 年度予算特別委員会平成 年度予算特別委員会

平成 年度予算の主な事業概要平成 年度予算の主な事業概要

個の力が発揮でき、人の力で発展していくまち 人づくり

継続 小中学校施設の耐震化・・・・・・・・・ 億 万円
児童・生徒が一日の大半を過ごす生活の場であり、また非常災害時には、地

域の避難場所としての役割を果たすため、耐震化による安全性の確保と経年劣
化に伴う機能低下の復旧を図る。

安全で安心な暮らしを地域で支えあうまち 安心づくり

継続 消防救急無線のデジタル化・・・・・・・ 億 万円
電波法令の改正により、平成 年 月末までに消防救急無線をアナログ方式
からデジタル方式へ移行する必要があることから、効率的な整備方法や運用形
態を検討し、期限内で円滑にデジタル化の実現を図る。

環境と調和した生活しやすいまち 快適づくり

継続 西条駅の機能強化・・・・・・・・・・ 億 万円
市の玄関口である西条駅について駅北広場の整備を進めており、また、南北

駅前広場を結ぶ道路の整備を進め、併せて行われる駅の橋上化により、結節点
の強化及びバリアフリー化を推進。

交流が盛んなにぎわいのあるまち 活力づくり

継続 市民ホールの建設・・・・・・・・・・ 億 万円
市民の 文化芸術鑑賞 、 文化芸術創造活動 、 生涯学習活動 の中核的施

設として市民ホールの建設に取り組み、中心市街地における都市機能の強化を
図る。

新たな発想を活かした自立と協働のまち 自立のまちづくり

継続 市民協働センター整備・運営
地域センター管理運営・改修・・・・・ 億 万円

市民協働のまちづくりを推進するため、全市の拠点として市民協働センター
を新たに整備及び運営するとともに、住民自治協議会や生涯学習の活動拠点と
して、地域センター等の運営及び改修等を行う。



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、

日
間

に
渡
り
、
慎
重
に
審
査
を
進
め
、

議
案
第

号
、
議
案
第

号
、
議

案
第

号
、
議
案
第

号
、
議
案

第

号
及
び
議
案
第

号
の

議

案
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
ま
た
、
そ
の
他
の

議
案
に

つ
い
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

議
案
第

号

反
対
討
論

本
市
の
財
政
状
況
は
、
企
業
収

入
の
落
ち
込
み
や
、
地
方
交
付
税

も
合
併
算
定
替
え
か
ら
一
本
算
定

へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
国
の

か
月
予
算

に
対
応
し
た
当
初
予
算
は
、
平
成

年
度
補
正
予
算
に
連
動
し
た
事

業
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
材

料
の
高
騰
、
業
者
の
確
保
に
も
苦

慮
し
て
い
る
中
で
、
市
民
ホ
ー
ル

や
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
先
延
ば
し
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
産
業
団
地
の
造
成
は
、
不

要
不
急
の
も
の
で
あ
る
た
め
反
対

す
る
。 委

員
会
審
査
概
要

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

意
見

・
防
災
対
策
の
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

の
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
災
害

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
線
引
き
ど

お
り
に
は
起
こ
ら
な
い
。
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
補
助
対
象
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
通
学
路
の
防
犯
灯
設
置
基
準
等

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
緩
和
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
他
団
体
と
の
職
員
相
互
派
遣
に

つ
い
て
、
人
材
育
成
の
面
で
も
有

効
な
施
策
で
あ
り
、
今
後
も
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
都
市
計
画
道
路
吉
行
泉
線
の
整

備
と
酒
蔵
地
区
、
安
芸
国
分
寺
歴

史
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、
交
通

政
策
と
し
て
の
面
と
観
光
振
興
の

面
と
の
整
合
性
を
図
り
、
両
立
す

る
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

議
案
第

号

意
見

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お

い
て
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て

【平成 年度予算特別委員会付託案件】

議案番号 議 案 名
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果

議案第 号 東広島市一般会計予算 億 万円 億 万円
原案可決
（賛成多数）

議案第 号
東広島市住宅新築資金等
貸付事業特別会計予算

万 千円 万円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市公共下水道事業
特別会計予算

億 万 千円 億 万 千円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市産業団地汚水処
理施設事業特別会計予算

万 千円 万 千円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市農業集落排水事
業特別会計予算

億 万円 億 万 千円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
ひがしひろしま墓園管理
事業特別会計予算

万 千円 万 千円
原案可決

（全会一致）

議案番号 議 案 名
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果
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【平成 年度予算特別委員会付託案件】

議案番号 議 案 名
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果

議案第 号
東広島市特定地域生活排
水処理事業特別会計予算

万 千円 万円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
寺家地区土地区画整理事
業特別会計予算

億 万円 億 万円
原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市産業団地造成事
業特別会計予算

億 万 千円 万 千円
原案可決
（賛成多数）

議案第 号
東広島市国民健康保険特
別会計予算

億 万 千円 億 万 千円
原案可決
（賛成多数）

議案第 号
東広島市後期高齢者医療
特別会計予算

億 万 千円 億 万円
原案可決
（賛成多数）

議案第 号
東広島市介護保険特別会
計予算

億 万 千円 億 万 千円
原案可決
（賛成多数）

議案第 号
号

財産区特別会計予算
（ 管理会）

万 千円 万 千円
原案可決

（全会一致）

議案番号 議 案 名
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果

議案番号 議 案 名 区 分
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果

議案第 号
東広島市水道
事業会計予算

収益的収入 億 万 千円 億 万 千円

原案可決
（賛成多数）

収益的支出 億 万 千円 億 万 千円

資本的収入 億 万 千円 億 万 千円

資本的支出 億 万円 億 万 千円

議案番号 議 案 名 区 分
平成 年度
当初予算額

平成 年度
当初予算額

結 果

委員会提出議案委員会提出議案
【委員会提出議案】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

委員会提出
議案第 号

東広島市議会基本条例の
制定

議会の役割を明らかにするとともに、議会活
動および議員活動の充実のために必要な基本
理念および基本的事項を定めるため、条例を
制定しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第 号

東広島市議会議員政治倫
理条例の制定

東広島市議会議員の政治倫理に関する規律の
基本となる事項を定めることにより、議員の
政治倫理の確立を図るため、条例を制定しよ
うとするもの。

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第 号

東広島市議会会議規則の
一部改正

東広島市議会の委員会運営の見直しに伴い、
所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果
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議会の動き
平成 年 月 日 平成 年 月 日

・ 会派会長会議
議会会報委員会

・ 議会改革・活性化特別委員会
・ 東京都三鷹市議会来市
・ 議会改革・活性化特別委員会
・ 広島県三次市議会来市
・ 委員長会議
・ 議会運営委員会
・ 文教厚生委員会
・ 平成 年第 回定例会（ 日目・議案説明）

予算特別委員会
会派会長会議
議会改革・活性化特別委員会

・ 議会会報委員会
・ 総務委員会
・ 予算特別委員会

建設委員会
予算特別委員会（建設分科会）

・ 市民経済委員会
予算特別委員会（市民経済分科会）

・ 文教厚生委員会
予算特別委員会（文教厚生分科会）

・ 議会運営委員会
全員協議会
予算特別委員会（総務分科会）

・ 文教厚生委員会
・ 市民経済委員会
・ 建設委員会
・ 総務委員会
・ 議会運営委員会

平成 年第 回定例会（ 日目・議案審議）
議会改革・活性化特別委員会

・ 平成 年第 回定例会（ 日目・代表質問）
・ 平成 年第 回定例会（ 日目・代表質問）
・ 平成 年第 回定例会（ 日目 代表質問 一般質問）

会派会長会議
議会会報委員会

・ 予算特別委員会（総務分科会）
・ 予算特別委員会（総務分科会）
・ 予算特別委員会（市民経済分科会）
・ 予算特別委員会（文教厚生分科会）
・ 予算特別委員会（文教厚生分科会）
・ 予算特別委員会（市民経済分科会）
・ 予算特別委員会（建設分科会）
・ 予算特別委員会（建設分科会）
・ 予算特別委員会（総括質疑・採決）
・ 議会運営委員会

平成 年第 回定例会（ 日目・議案審議）
総務委員会
議会運営委員会
総務委員会
議会会報委員会

・ 議会運営委員会
総務委員会

・ 議会改革・活性化特別委員会
議員研修

・ 議会改革・活性化特別委員会
・ 総務委員会
・ 建設委員会
・ 市民経済委員会
・ 総務委員会
・ 議会運営委員会

全員協議会
会派会長会議
議会会報委員会

・ 議会改革・活性化特別委員会
・ 議会会報委員会

公
共
交
通
手
段
の
早
期
実
現
を

黒
瀬
町
春
日
野

大
方

お
お
か
た

治じ

郎ろ
う

私
は
、
か
つ
て
下
黒
瀬
に
住
ん

で
い
た
関
係
で
、
当
地
の
お
年
寄

り
と
お
話
し
す
る
機
会
も
多
く
、

そ
の
都
度
、
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
と
心
痛
む
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
通
院
、
買
い
物
等
の
際
に
必

要
な
公
共
交
通
機
関
が
全
く
無
く

不
便
な
た
め
で
あ
る
。

自
分
で
車
の
運
転
が
出
来
れ
ば

問
題
は
な
い
が
、出
来
な
い
人
が
多

私
も
そ
の
一
人
で
す
。

こ
の
原
因
に
は
東
広
島
市
が
い

く
つ
も
の
大
学
を
抱
え
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
学
園
都
市
と
し
て

あ
ま
り
に
有
名
で
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
坂
が
多
い
、
冬
の
寒
さ

が
厳
し
い
、
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い

な
ど
、
若
者
に
と
っ
て
少
々
つ
ら

い
環
境
で
す
が
、
東
広
島
市
は

も
っ
と
学
園
都
市
だ
と
い
う
こ
と

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。

他
県
民
か
ら
見
た
東
広
島
市

鏡
山

濱は
ま

田だ

森り
ん

太た

郎ろ
う

私
は
昨
年
の
四
月
に
広
島
大
学

に
入
学
し
た
、
東
京
出
身
の
学
生

で
す
。
東
京
の
人
は
広
島
県
と
い

う
と
大
都
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し

ま
い
、
そ
の
他
の
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
広

大
生
で
も
広
島
か
ら
遠
い
所
か
ら

来
た
人
ほ
ど
、
広
島
市
と
東
広
島

市
の
違
い
に
驚
く
学
生
が
多
く
、

い
。
ま
た
現
在
運
転
し
て
い
る
人

で
も
早
晩
免
許
証
返
納
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
人
が
周
囲
に
は
多
い
。

因
み
に
、当
地
で
の
高
齢
化
率
を
み

る
と
、
年

月
末
の
資
料
で
は
、

津
江

・

％
、
兼
沢

・

％

で
、市
全
体
の

・

％
と
比
べ
る

と

ポ
イ
ン
ト
以
上
も
高
く
、人
口

の
約

が
お
年
寄
り
と
い
う

の
が
下
黒
瀬
の
実
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
行
政
及
び
関
係
機
関

の
お
力
に
よ
っ
て
、
特
に
お
年
寄

り
の
交
通
手
段
確
保
の
一
日
も
早

い
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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制定しました

議議会会基基本本条条例例っっててななぁぁにに？？

何何がが変変わわるるのの？？

その 議員同士の自由討議を行います
議会は言論の府です。議論を通じて合意形成を図り、争点を明らかにしながら、合意

に至らない場合は採決により結論を出すのが基本です。しかし、これまでの議会におい
ては、執行部への質疑を通じて議員個人の考えを述べることがほとんどであり、合意形
成を図るために議員同士が自由に意見を出し合う場がありませんでした。
そこで、議会の審議を充実させるために、討論の前に、議員間の自由討議を行うこと

としました。このことにより、意見を出し合い、議論を尽くす風土を醸成します。

その 執行部からの逆質問を受けます
これまでの議会における議員と執行部の関係と言えば、議員は一方的に質問し意見を

言う立場で、執行部は聞かれたことにのみ答える立場でした。しかし、質問の意図や背
景がわからず、議論が噛み合わないこともありました。
そこで、執行部に反問権を与え、議員に対して逆質問ができるようにしました。これ

により、質問の意図や背景を聞き返したり、政策の例示を求めたりできるようになりま
す。

その 政策研究会をつくります
地方分権時代のこれからの議会に求められていることは、執行部からの提案を審査す

るだけでなく、地域の実態に即した政策を提言し、自ら立案する能力を身につけること
です。市民との意見交換等を通じて地域の課題が浮き彫りになった場合は、課題解決に
向けて政策にどう結び付けていくかを検討するために、政策研究会をつくります。
東広島市独自の施策を展開するために、議員提案による条例制定を目指します。

二
年
前
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
投
票

率
が
過
半
数
を
割
り
、
私
た
ち
は
市
民

の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
か
厳
し
く
問
わ
れ
ま

し
た
。議

会
改
革
・
活
性
化

は
、
そ
こ

か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
不
断
の
検
証

と
改
革
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
議
員
定

数
と
報
酬
額
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
い
ま
す
の
で
、
率
直
か
つ
建
設
的
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
改
革
・
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長

赤
木

達
男

委
員
長
か
ら
の
お
願
い

委
員
長
か
ら
の
お
願
い



トピックス

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

議会基本条例をトピックストピックス

東広島市議会は、平成 年 月 日に議会基本条例を制定しました。これは、平成 年
月に設置した議会改革・活性化特別委員会において、 回にわたる協議を積み重ねて、

成文化したものです。平成 年 月 日から施行されました。

議会基本条例とは、自治体の意思決定機関である議会の基本的な事項を定めるもので
す。地方分権改革に伴い、自治体の権限が拡大する中、議会の役割も大きくなっていま
す。時代の要請に対応し、議決機関として、政策立案能力を高めるとともに、適正な行
政執行がなされているかを監視する議会の機能を高め、議会改革に取り組むために制定
したものです。

その 市民との意見交換を行います
東広島市議会には行政分野毎に、 つの常任委員会があります。この つの常任委員

会に、年 回以上の市民との意見交換会の開催を義務付けました。これは、その都度、
開催目的や意見交換したい対象を絞って行うものです。
これ以外に、必要に応じて議会報告会を開催することとしており、このような広聴活
動を企画するために、議会会報委員会を広報広聴委員会に改めます。

その 表決態度を公表します
議会は、まちづくりの方向を決める最高責任を負っています。議員の最も大きい責務
は、まちづくりの方向に対して賛成・反対の意思表示をすることです。議決責任を全う
し、市民に対する説明責任を果たすために、全ての議案に対する各々の議員の表決態度
を公表します。

その 議決の範囲を拡大します
自治体がまちづくりを行うにあたって、予算編成・条例制定・特別職の任命といった
主要な事項については、議会の議決を経て行わなければならないことになっており、そ
の範囲は地方自治法が定めています。それ以外に、必要に応じて自治体独自で議決の範
囲を拡大できることになっており、総合計画や行革大綱などの主要なまちづくり計画（
計画）を議決が必要な範囲に加えました。
これにより、より具体的なまちづくりの中身について、議会の意思を反映できること
となり、自らのことは自ら判断し責任を負う、自立した自治体（議会）を目指します。

議会基本条例ってなぁに？議会基本条例ってなぁに？

何が変わるの？何が変わるの？



御薗宇保育所が閉所に
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第 回定例会において可決された保育所設
置及び管理条例の一部改正により、御薗宇保
育所が閉所され、新たに、みそのうこばとの
森保育園が開所されることとなりました。

閉所された御薗宇保育所

議会改革とは、議会が長に対する監視
機能、住民の意見を市政に反映させた政
策の立案・提言・提案の機能を十分に発
揮し、地方自治体の意思決定機関として
の役割を果たし、二元代表制の一翼を担
う議会のあるべき姿を明確にし、より実
効性のある議会を目指すため、議会を改
革・活性化させることです。
本市議会においても議会基本条例、議

員政治倫理条例を制定するなど、平成
年 月に議会改革・活性化特別委員会を
設置し様々な取り組みを実施しています。

議会改革
ぎかいかいかく

平和・非核兵器都市宣言
人権尊重都市宣言

東広島市

平和・非核兵器都市宣言
人権尊重都市宣言

東広島市

本会議 委員会を傍聴してみませんか
【本会議】席数 席 車椅子用 席
第 回定例会の予定 月 ・ ・ ・
・ ・ 日（ 時から）
委員会の日程は、ホームページの議会日
程をご覧ください。傍聴をご希望の方は、
当日、議会事務局で受付をしてください。

傍聴席では、補聴器 人工内耳を
装用されている方に音声がはっき
り聞こえる装置を設置しています。

また、傍聴にあたり、手話通訳をご希望
の方は、傍聴希望日の 日前までにお申
し込みください。

本会議の 会議録 を閲覧できます
閲覧できる場所は、議会事務局・各支所
の地域振興課・市立図書館や広島県立図書
館です。ホームページでも閲覧できます。

東広島市議会ホームページ

ホームページで 録画中継 公開中
ホームページで本会議の録画中継をご
覧いただけます。また、黒瀬支所、高屋
出張所で、映像をご覧いただけます。

市議会だより、ホームページに関するご意見・
ご感想をお寄せください。
連絡先 東広島市議会事務局

東広島市西条栄町 番 号
電話

市議会からのご案内

安倍政権の掲げるアベノミクスで市民の所
得が果たして本当に増えるのでしょうか？さ
て、国政の一票の格差が開き“選挙は無効”
という地方裁の厳しい判決が下されました。
東広島市では二年後の改選に向けて議員定数
について住民アンケートを実施することとな
りました。 名の議員定数は町づくりにとっ
て多いのかそれとも少ないのか、適正か。民
主主義の根幹にかかる問題だけに市民の関心
は高いはず。 谷 晴美


